
 

真
宗
大
谷
派
所
蔵 

染
織
品
調
査
報
告
会
・
研
究
会 

袈
裟
と
有
職
織
物 

 

 
 

令
和
六
年
一
月
二
十
四
日 

京
都
国
立
博
物
館 

山
川 

曉 

   
 

１ 

真
宗
大
谷
派
所
蔵
染
織
品
と
有
職
織
物 

 

２ 

律
に
み
る
袈
裟
と
衣
材 

 

３ 

衣
材
の
変
容 ―

法
皇
の
袈
裟―

 

 

４
『
法
体
装
束
抄
』
に
み
る
法
体
の
公
家
装
束 

  

〈
資
料
１
〉
ゆ
う
そ
く
お
り
も
の 

有
職
織
物 

 

 

平
安
末
期
か
ら
近
世
ま
で
公
卿
の
装
束
調
度
に
用
い
た
織
物
。
有
職
文
の
織

文
が
あ
る
。
武
家
服
飾
に
対
し
て
公
家
の
服
飾
は
固
定
的
で
形
式
や
着
装

法
・
織
文
様
に
ま
で
及
ん
だ
。
こ
と
に
束
帯
の
袍
で
は
位
階
に
よ
り
、
各
家

に
よ
り
特
定
の
有
職
文
が
あ
り
、
現
代
ま
で
伝
承
さ
れ
る
。
織
物
の
組
織
は
、

綾
・
錦
で
、
文
様
は
襷
文
・
立
涌
文
・
亀
甲
文
・
石
畳
文
・
窠
文
・
唐
草
文
・

七
宝
文
・
雲
鶴
文
・
浮
線
綾
文
・
海
賦
文
な
ど
。 

吉
田
光
邦
ほ
か
監
修
『
原
色
染
織
大
辞
典
』 

 

〈
資
料
２
〉
袈
裟
誕
生
の
挿
話 

 

時
阿
難
侍
佛
後
執
扇
扇
佛
， 

佛
顧
語
阿
難
「
我
欲
南
山
國
土
遊
行
。
」 

阿
難
受
勅
尋
從
。
既
到
南
山
國
土
，
時
至
乞
食
，
食
訖
到
一
樹
下
敷
尼
師
檀

結
跏
趺
坐
，
是
時
近
山
有
好
稻
田
畦
畔
齊
整
， 

佛
告
阿
難
「
汝
見
彼
稻
田
畦
畔
齊
整
不
。
」 

答
言
「
見
。
」 

佛
告
阿
難
「
此
深
摩
根
衣
能
法
此
田
作
衣
不
。
」 

阿
難
言
「
能
。
」 

即
以
衣
與
阿
難
。
阿
難
受
已
小
却
，
即
割
截
簪
縫
中
脊
衣
，
葉
兩
向
收
襞
展

張
還
奉
佛
。 

佛
讚
「
善
哉
，
善
哉
。
此
衣
割
截
如
是
作
應
法
。
」 

『
十
誦
律
』
巻
二
十
七 

 

〈
資
料
３
〉
袈
裟
の
衣
材 

 

五
人
白
佛
「
我
等
當
持
何
等
衣
」 

佛
言
「
聽
持
糞
掃
衣
及
十
種
衣 

拘
舍
衣
、
劫
貝
衣
、
欽
跋
羅
衣
、
芻
摩
衣
、

叉
摩
衣
、
舍
兔
衣
、
麻
衣
、
翅
夷
羅
衣
、
拘
攝
羅
衣
、
嚫
羅
鉢
尼
衣
。
如
是

十
種
衣
，
應
染
作
袈
裟
色
持
。
」 

『
四
分
律
』
巻
三
十
九  

〈
資
料
４
〉
糞
掃
衣
と
は 

 

諸
比
丘
不
知
有
幾
種
糞
掃
衣
，
以
是
白
佛
，
佛
言
「
糞
掃
衣
有
十
種 

王

受
位
時
所
棄
故
衣
、
塚
間
衣
、
覆
塚
衣
、
巷
中
衣
、
新
嫁
女
所
棄
故
衣
、

女
嫁
時
顯
節
操
衣
、
產
婦
衣
、
牛
嚼
衣
、
鼠
咬
衣
、
火
燒
衣
。
」 

『
五
分
律
』
巻
二
十
一 

     

〈
資
料
５
〉
律
に
み
る
袈
裟
の
規
定 

 

縫
製 

  

割
截
（
裁
断
し
た
裂
を
田
圃
の
よ
う
に
縫
い
繋
ぐ
） 

 
 
 

却
針
（
返
し
縫
い
） 

所
持
数
：
三
枚 

 

 
 
 

安
陀
衣
（
五
条
小
衣
・
腰
か
ら
下
に
着
用
・
作
業
着
） 

 
 
 

欝
多
羅
僧
（
七
条
中
衣
・
上
半
身
に
着
用
・
日
常
着
） 

 
 
 

僧
伽
梨
（
九
条
以
上
大
衣
・
上
半
身
に
着
用
・
晴
れ
着
） 

最
も
尊
い
衣
財
：
糞
掃
衣 

 
 
 

 
 
 

牛
噛
衣
・
鼠
噛
衣
・
焼
衣
・
月
水
衣
・
産
婦
衣
・ 

 
 
 

神
廟
中
衣
・
塚
間
衣
・
求
願
衣
・
受
王
職
衣
・
往
還
衣 

衣
財
：
十
種
衣 

 
 
 
  

 
 
 

拘
舍
衣
、
劫
貝
衣
、
欽
跋
羅
衣
、
芻
摩
衣
、
叉
摩
衣
、 

 
 
 

舍
兔
衣
、
麻
衣
、
翅
夷
羅
衣
、
拘
攝
羅
衣
、
嚫
羅
鉢
尼
衣 

色
調 

壊
色
（k

a
s
a
y
a

・
く
す
ん
だ
色
）
に
染
め
る 

 

〈
挿
図
１
〉
後
白
河
法
皇(

一
一
二
七
～
九
二)

像 

神
護
寺
蔵 

              

〈
資
料
６
〉
天
皇
家
に
の
み
許
容
さ
れ
る
規
範
を
外
れ
た
装
束 

 

御
装
ひ
な
ど
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
た
ま
ひ
て
、
い
た
う
暮
る
る
ほ
ど
に
、
待
た
れ

て
ぞ
渡
り
た
ま
ふ
。 

桜
の
唐
の
綺
の
御
直
衣
、
葡
萄
染
の
下
襲
、
裾
い
と
長
く
引
き
て
。
皆
人
は

表
衣
な
る
に
、
あ
ざ
れ
た
る
大
君
姿
の
な
ま
め
き
た
る
に
て
、
い
つ
か
れ
入
り

た
ま
へ
る
御
さ
ま
、
げ
に
い
と
異
な
り
。
花
の
匂
ひ
も
け
お
さ
れ
て
、
な
か
な

か
こ
と
ざ
ま
し
に
な
む
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
源
氏
物
語
』
花
宴 

 

〈
資
料
７
〉『
法
体
装
束
抄
』
目
次 

 

一 

鈍
色
着
様
事 

一 

五
帖
袈
裟
懸
様
事 

一 

椎
鈍
事 

一 

裘
帯
事 

 
 

一 

指
狩
事 

 
 
 
 

一 

付
衣
事 

一 

法
服
事 

 
 

一 

平
袈
裟
事 

 
 
 

一 

衲
袈
裟
事 

 
 

一 

甲
袈
裟
事 

 

一 

入
道
衣
袴
事 

 
 

一 

童
体
直
衣
事 

一 

同
狩
衣
事 

 

一 

同
狩
襖
事 

 
 
 
 
 

一 

同
半
裾
事 

一 

水
干
事 

 
 
 
 
 

一 

同
垂
頭
事 

 
 
 

一 

同
浄
衣
事 

 
 
 

一 

同
髪
結
様
事 

 

〈
主
要
参
考
文
献
〉 

１
．
山
口
昭
彦｢

《
報
告
Ⅰ
》
東
本
願
寺
の
有
職
に
つ
い
て｣

『
本
願
寺
の
有
職

と
服
飾
文
化
』（
北
陸
真
宗
史
研
究
会
第
３
回
例
会
資
料
）
二
〇
〇
四
年
。 

２
．
京
都
国
立
博
物
館
編
『
高
僧
と
袈
裟 

こ
ろ
も
を
伝
え
こ
こ
ろ
を
繋
ぐ
』

(

展
覧
会
図
録)

京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
〇
年
。 

３
．
近
藤
好
和
「
『
法
体
装
束
抄
』
に
み
る
法
体
装
束
」『
立
命
館
文
学
』
六
二

四
、
二
〇
一
二
年
。 

参考文献 2 64 頁より引用 


